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■
教
育
の
質
を 

向
上
さ
せ
る
た
め
の 

学
生
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を 

設
置 

　
徳
島
大
学
大
学
教
育
委
員
会
は
、教
育

改
善
活
動
に
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

教
育
の
現
状
や
将
来
構
想
を
学
生
に
直

接
伝
え
る
と
共
に
、学
生
の
持
っ
て
い
る

教
育
へ
の
要
望
を
く
み
取
り
、そ
れ
を
実

現
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
の
質

を
向
上
さ
せ
、教
育
に
対
す
る
満
足
度
を

高
め
よ
う
と
「
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
学
生
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」（
以

下
「
学
生
Ｗ
Ｇ
」
と
い
う
。
）を
平
成
１６
年

１２
月
に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
学
生
Ｗ
Ｇ
は
、総
合
科
学
部
と
工

学
部
を
中
心
と
し
た
常
三
島
グ
ル
ー
プ（
学

部（
４
年
制
）＋
大
学
院
）と
、医
学
部
、歯

学
部
、薬
学
部
を
中
心
と
し
た
蔵
本
グ
ル

ー
プ（
学
部
（
６
年
制
）＋
大
学
院
）に
分

か
れ
、当
面
は
、教
育
の
接
続
問
題（
高
校

教
育
と
大
学
初
年
次
教
育
、全
学
共
通
教

育
と
学
部
専
門
教
育
、学
部
専
門
教
育
と

大
学
院
教
育
）を
考
え
る
予
定
で
す
。 

　
５
月
１６
日（
月
）に
平
成
１７
年
度
常
三

島
グ
ル
ー
プ
第
１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
、教
育
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。 

 

■
卒
業
式
・
修
了
式 

　
平
成
１６

年
度
卒
業 

式
・
修
了
式

が
、３
月
２５

日
（
金
）
ア

ス
テ
ィ
徳

島
で
挙
行

さ
れ
、合
計

１，
７
５
９

名（
学
部
卒
業
生
１，
２
１
６
名
、短
期
大

学
部
専
攻
科
修
了
生
１９
名
、
修
士[

博
士

前
期]

課
程
４
６
１
名
、博
士[

博
士
後
期]

課

程
６３
名
）の
卒
業
生
及
び
修
了
生
に
、青

野
学
長
か
ら
、卒
業
証
書
・
学
位
記
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
学
長
か
ら
の
式
辞
、在
学
生
総
代
の
柿

木
雅
さ
ん
の
送
辞
に
続
き
、卒
業
生
・
修

了
生
総
代
と
し
て
、工
学
部
建
設
工
学
科

の
橘
健
太
さ
ん
よ
り「
社
会
の
発
展
と
人
々

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、本
学
の

卒
業
生
・
修
了
生
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て
、

世
界
規
模
で
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
答

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

■
徳
島
大
学 

「
産
学
官
連
携
プ
ラ
ザ
」
誕
生 

　
平
成
１７
年
４
月
、産
学
官
連
携
の
拠
点

と
し
て
、全
国
に
先
駆
け
産
学
官
連
携
の

一
元
化
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
し
、「
知
的
財
産
本
部
」
に
「
地
域
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
」
、「
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
」
、

「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
」
及
び
ベ
ン

チ
ャ
ー
育
成
の
「
Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｌ
」
を
統
合
し

ま
し
た
。 

　
新
体
制
で
は
、知
的
財
産
本
部
を
総
括

的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
「
産
学
連
携
研

究
企
画
部
」
を
新
設
し
、特
許
等
知
的
財

産
の
発
掘
・
管
理
・
活
用
を
推
進
す
る
「
知

的
財
産
部
門
」
、知
的
財
産
の
創
出
・
育
成

を
推
進
す
る
「
新
技
術
開
発
部
門
」
を
置

き
、社
会
か
ら
慕
わ
れ
や
す
い
名
称
と
し

て
通
称
「
産
学
官
連
携
プ
ラ
ザ
」
と
し
て

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
産
学
連
携
研
究
企
画
部
で
は
、大
学
の

研
究
開
発
シ
ー
ズ
と
地
域
杜
会
の
二
ー
ズ

と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、本
学
と
産
業
界

と
の
共
同
研
究
の
推
進
活
動
、大
型
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
競
争
的
資

金
の
獲
得
支
援
活
動
な
ど
リ
エ
ゾ
ン
活
動

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
知
的
財
産
部

門
で
は
、特
許
管
理
室
を
中
心
に
研
究
成

果
の
発
掘
・
権
利
化
、技
術
移
転
室
を
中

心
に
民
問
企
業
等
へ
の
技
術
移
転
の
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

■
入
学
式 

　
４
月
６
日（
水
）、ア
ス
テ
ィ
徳
島
で
、平

成
１７
年
度
の
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、青
野

学
長
が
２，
１
２
３
名（
学
部
１
年
次
１，
４

０
４
名
、学
部
３
年
次
６４
名
、大
学
院
修

士[
博
士
前
期]

課
程
５
１
５
名
、大
学
院
博

士[
博
士
後
期]

課
程
１
４
０
名
）の
入
学
を

許
可
し
ま
し
た
。 

　
入
学
生
を
代
表
し
、歯
学
部
歯
学
科
の

福
田
亜
利
紗
さ
ん
の
総
代
宣
誓
の
後
、学

長
か
ら
「
学
生
生
活
を
十
分
に
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
な
が
ら
、豊
か
な
２１
世
紀
の
社
会
を

創
り
、発
展
さ
せ
る
人
材
と
な
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
」
と
の
式
辞
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

■
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ト
レ
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
」
設
置 

　
年
間
３
万
人
以
上
の
自
殺
者
、心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
、う
つ
病
、青
少
年
犯

罪
の
凶
悪
化
な
ど
ス
ト
レ
ス
を
起
因
と
す

る
精
神
疾
患
や
こ
こ
ろ
の
問
題
が
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、ま
た
、ス
ト
レ
ス

が
生
活
習
慣
病
な
ど
の
多
く
の
疾
患
の

発
症
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
民

生
活
の
向
上
と
経
済
発
展
の
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
総
合
科
学
技
術
会
議
に
お
い
て
「
こ
こ

ろ
の
研
究
」
を
重
点
研
究
領
域
の
一
つ
と

し
て
提
言
し
、こ
れ
を
受
け
文
部
科
学
省

の「
脳
科
学
と
教
育
」
事
業
、厚
生
労
働
省

の
「
心
の
健
康
科
学
」
事
業
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。 

　
徳
島
大
学
で
は
、こ
れ
ら
の
動
き
に
先

立
っ
て
、平
成
１３
年
度
に
ス
ト
レ
ス
評
価

用
Ｄ
Ｎ
Ａ
チ
ッ
プ
開
発
班
を
組
織
し
、先

駆
的
な
研
究
成
果
を
上
げ
、こ
れ
ま
で
科

学
技
術
振
興
調
整
費
や
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
の
事
業
に
採
択
さ
れ
高
い
評

価
も
受
け
て
い
ま
す
。 

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ト
レ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、精
神
神
経
疾
患
診
断
、新
し
い
バ
イ
オ

メ
ン
タ
ル
技
術
の
確
立
、精
神
神
経
疾
患

の
ゲ
ノ
ム
・
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
解
析
を
通
じ

た
病
態
の
解
明
等
を
行
う
徳
島
大
学
の

独
創
的
な
研
究
拠
点
と
し
て
、学
術
的
及

び
社
会
的
に
評
価
の
高
い
研
究
成
果
を

上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、４
月
１
日
、研
究

連
携
推
進
機
構
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
セ
ン
タ
ー
は
、徳
島
大
学
発
の
独
創

的
な
研
究
拠
点
と
し
て
、社
会
的
に
も
イ

ン
パ
ク
ト
の
強
い
成
果
を
あ
げ
、本
学
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

■
業
務
改
善
推
進
制
度
表
彰
式 

　
業
務
改
善
提
案
制
度
に
よ
る
第
１
回

採
用
提
案
が
決
定
し
、５
月
１６
日（
月
）、

学
長
室
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
平
成
１７
年
１
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
業

務
改
善
提
案
制
度
は
、業
務
の
合
理
化
及

び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
改
善
方
策
を

事
務
職
員
か
ら
募
集
す
る
も
の
で
、４
月

１３
日
ま
で
に
応
募
が
あ
っ
た
２０
件
の
提
案

の
中
か
ら
今
回
は
左
記
の
３
件
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
学
長
か
ら
採
用
提
案
者
に
表

彰
状
及
び
ギ
フ
ト
券
が
授
与
さ
れ
、謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
制
度
は
、現
在
も
継
続
し
て
お
り
、

業
務
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
、収
益
向
上

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、幅
広
く
改
善
方
策

等
の
提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

第
１
回
採
用
提
案 

「
共
用
公
用
車
の
一
元
管
理
に
よ
る
タ
ク

シ
ー
利
用
費
用
の
削
減
」 

稼
働
率
の
低
い
各
部
局
公
用
車
を
大
学

公
用
車
と
し
て
共
用
化
す
る
こ
と
に
よ
り

利
用
を
促
進
し
、タ
ク
シ
ー
利
用
料
の
削

減
を
図
る
と
い
う
提
案 

「
午
後
の
職
員
全
体
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

及
び
ヨ
ー
ガ
、朝
礼
又
は
１
日
１
回
の
職

員
全
体
の
集
会
」 

毎
日
５
分
間
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
朝
礼
を
行

う
こ
と
及
び
ヨ
ー
ガ
な
ど
で
身
体
を
動
か

す
こ
と
に
よ
り
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
よ
く
し
、業
務
の
能
率
向
上
と
健

康
維
持
を
図
る
と
い
う
提
案 

「
電
力
料
金
の
支
払
手
順
簡
素
化
」 

電
力
料
金
の
支
払
い
方
法
を
簡
略
化
す

る
こ
と
に
よ
り
イ
ン
ト
ラ
入
力
等
業
務
の

削
減
を
図
る
と
い
う
提
案 

 

■
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
式 

　
５
月
１７
日（
火
）、今
春
徳
島
大
学
を
退

職
さ
れ
た
７
人
の
教
授
の
方
々
に
名
誉
教

授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
当
日

は
５
人
が
出
席
） 

　
本
学
の
名
誉
教
授
は
こ
れ
に
よ
り
２
６

８
人
（
徳
島
大
学
２
５
５
人
、工
業
短
期

大
学
部
７
人
、医
療
技
術
短
期
大
学
部
６

人
）と
な
り
ま
し
た
。 

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
方
々 

　
　
　
※
カ
ッ
コ
内
は
元
の
所
属
部
局
等 

熊
谷 

正
憲（
総
合
科
学
部
） 

西
村 

捷
敏（
総
合
科
学
部
） 

宇
都
宮 

英
彦（
工
学
部
） 

中
林 

一
朗（
工
学
部
） 

林 

弘（
工
学
部
） 

松
田 

佳
子（
工
学
部
） 

金
城 

辰
夫（
工
学
部
） 

  

行事予定 
2005/07/01～2005/09/30

●第56回四国地区大学総合体育大会 

7月1日[金]開会式 

7月3日[日]閉会式/総合表彰式 

7月1日～3日サッカー他19競技 

鳴門総合運動公園、県内各大学体育館等 

問い合せ 学務部学生課 088-656-7287 

 

●県内高等学校と徳島大学との連絡協議会 

7月27日[水]14時～17時 

工学部大会議室 

問い合せ 学務部教務課 088-656-7081 

 

●徳島大学オープンキャンパス[学部説明会] 

徳島大学の全学部 

総合科学部 8月4日[木]常三島 

医学部 8月4日[木]、8月5日[金]蔵本 

歯学部 8月5日[金]蔵本 

薬学部 8月4日[木]蔵本 

工学部 8月3日[水]常三島 

問い合せ 学務部入試課 088-656-7091 

 

●高校生のための「体験大学院」 

8月3日[水] 

工学部 常三島 

問い合せ 工学部学務係 088-656-7315 

 

●医学部保健学科看護学専攻体験入学 

8月4日[木]午前 

医学部保健学科 蔵本 

問い合せ 医学･歯学･薬学部等 

事務部学務課第四教務係 088-633-9009 

 

●第8回科学体験フェスティバルin徳島 

8月6日[土]～7日[日] 

工学部 常三島 

問い合せ 工学部総務係 088-656-7304 

 

●エンジニアリングフェスティバル2005 

9月30日[金] 

工学部 常三島 

問い合せ 工学部総務係 088-656-7304

ev
en

ts


